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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 702 △41.5 △75 ― △85 ― △92 ―
22年3月期第3四半期 1,200 373.8 △72 ― △70 ― △121 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △8,930.67 ―
22年3月期第3四半期 △6,421.75 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 217 88 40.8 9,707.86
22年3月期 428 247 57.8 13,171.27

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  88百万円 22年3月期  247百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 950 △36.5 △63 ― △73 ― △75 ― △7,451.57



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 19,508株 22年3月期  19,508株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q 10,369株 22年3月期  704株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 10,368株 22年3月期3Q 18,916株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  
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当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、ゆるやかな景気回復に減速の傾向が見られ、さらに円

高の進行や雇用不安の長期化等により不透明感が増しております。当社が事業展開を行うインターネット

広告市場は、引き続き伸長しているものの、企業間の競争や技術や手法の移り変わりが激しさを増してお

ります。また不適切な広告に対する規制の強化とそれに関連するインターネット広告への信認低下により

業界は大きな影響を受けております。 

こうした事業環境のもと、当社は事業の選択と集中と高収益分野への進出をさらに進め、収益改善を行

うべく邁進いたしました。しかしながら携帯サイト分野におけるアフィリエイト広告の大幅な需要減少の

影響や、新事業の進捗の遅れ、昨年度実施した不採算事業からの撤退等により、売上高は702,290千円

（前年同期比41.5%減）となりました。営業損益は不採算事業撤退による固定費の削減効果等により固定

コストは減少いたしましたが、前記売上減少と新事業開始のためのコスト負担が大きく営業損失75,973千

円（前年同期比3,742千円損失増）となりました。経常損益は今後の企業価値向上のためにＳＥグループ

から独立する目的で５月20日に自己株式の公開買付を実施し自己株式取得費用10,668千円を計上したこと

により経常損失85,838千円（前年同期比15,613千円損失増）となりました。四半期純損益は固定コスト削

減のために本社事務所移転を決定したことに伴う現事務所の造作等の減損損失4,698千円を計上したこと

により四半期純損失92,593千円（前年同期比28,882千円損失減）となりました。 

  

①資産、負債及び純資産の状況  

（資産） 

当第３四半期会計期間末における流動資産は164,510千円（前事業年度末は362,006千円）となり、

197,495千円減少しました。これは主として現金及び預金の減少、及び売掛金の減少によるものでありま

す。固定資産は52,818千円（前事業年度末は66,333千円）となり、13,514千円減少しました。これは主と

して投資有価証券の売却、及び建物附属設備の減損によるものであります。この結果、資産合計は

217,329千円（前事業年度末は428,340千円）となり、211,010千円減少しました。 

（負債） 

当第３四半期会計期間末における流動負債は116,609千円（前事業年度末は180,667千円）となり、

64,057千円減少しました。これは主として買掛金の減少によるものであります。固定負債は12,000千円

（前事業年度末は残高なし）となりました。これは長期借入金の増加によるものです。この結果、負債合

計は128,609千円（前事業年度末は180,667千円）となり、52,057千円減少しました。 

（純資産） 

当第３四半期会計期間末における純資産は88,720千円（前事業年度末は247,672千円）となり、158,952

千円減少しました。これは主として自己株式の増加、及び利益剰余金のマイナスの増加によるものであり

ます。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末と比較して169,059千円減少

し、52,904千円となりました。 

 当第３四半期累計期間における各活動によるキャッシュ・フローの状況とそれらの主な増減要因は以下

のとおりであります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、88,226千円のマイナス（前年同期比96,376千円減少）となりま

した。これは主として、税引前四半期純損失の計上によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、7,450千円のマイナス（前年同期比88,548千円減少）となりま

した。これは主として、ソフトウェアへの投資によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、73,409千円のマイナス（前年同期比4,250千円減少）となりま

した。これは主として自己株式の取得によるものであります。 

  

平成22年11月15日に発表いたしました通期業績予想に変更はございません。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報

アキナジスタ株式会社（2495）　平成23年３月期第３四半期決算短信（非連結）

-<2>-



該当事項はありません。 

  

１．「資産除去債務に関する会計基準」等の適用  

 第１四半期会計期間から「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。  

２．「企業結合に関する会計基準」等の適用  

 第２四半期会計期間から、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26日)、

『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等

に関する会計基準」(企業会計基準第7号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基

準第16号 平成20年12月26日公表分)、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基 準に関する適用指針」

(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しております。 

  

当社は、前事業年度において営業損失104,500千円を計上し、当第３四半期累計期間においても営業

損失75,973千円を計上しており、連続して営業損失を計上しております。また、前事業年度において当

期純損失204,129千円を計上しており、当第３四半期累計期間においても四半期純損失92,593千円を計

上しております。さらに、平成22年５月にＳＥホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式

会社（以下、「ＳＥ Ｈ＆Ｉ」という）及び同社グループから独立するために自己株式の公開買付を実

施することにより、多額の資金を使用いたしました。これにより自由で迅速な意思決定が可能となりま

したが、ＳＥ Ｈ＆Ｉからの子会社としての経営面の支援がなくなりました。 

①事業の選択と集中 

a)新ネットワーク広告への経営資源の集中 

当社は前事業年度よりクリックネットワーク広告サービス「Maist（マイスト）」を開始し、また平

成22年７月より検索連動型ネットワーク広告サービス「KEITAI Premium Search!（ケータイプレミアム

サーチ）」を開始しております。これらサービスは携帯公式サイト分野において需要減少が一段と進ん

でいるアフィリエイト広告に替わりうるサービスであり、当社はこれらのサービスに経営資源を集中さ

せ、売上及び利益の改善を図ってまいります。 

b)高成長分野への進出 

当社は、平成22年９月に株式会社ピージーオーを吸収合併し、これにより急速に拡大しているソーシ

ャルアプリ分野において、早期の事業展開を実現することが可能となりました。また予想を上回るスピ

ードで携帯電話ユーザの乗り換えが進み、今後急速な拡大が見込まれるスマートフォン分野での事業展

開を進めるべく当社の広告ネットワーク「Maist（マイスト）」を中心として各事業のスマートフォン

対応を進めております。今後はこれらの成長分野での事業展開をすすめ、売上と収益の拡大を図ってま

いります。 

②固定費の削減 

前事業年度より引き続き、業務効率化による人件費の削減や諸経費の抜本的な見直しを行っており、

前事業年度に実施した削減策と合わせて固定費は大幅に減少しております。当第３四半期会計期間にお

いては経費削減を更に進めるため、本社事務所の移転を決定しており、今後も引き続き削減を続け収益

性の改善を図ってまいります。 

③財務体質の健全化 

当社は、平成22年12月に金融機関より15百万円の借入を実施しております。また平成23年１月にはＳ

Ｅ Ｈ＆Ｉより取得した自己株式を活用した新株予約権の第三者割当を決議しており、これにより更な

る財務体質の強化が可能となります。今後も外部からの調達を継続して模索し、実行していくととも

に、当社収益改善による資金収支均衡の実現により継続企業としての礎を築いてまいります。 

  

上記の対策を着実に推進することにより、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状

況を解消・改善できるよう努めてまいります。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 52,904 221,964

売掛金 91,967 125,352

その他 22,522 16,650

貸倒引当金 △2,884 △1,961

流動資産合計 164,510 362,006

固定資産

有形固定資産 6,529 15,323

無形固定資産

ソフトウエア 30,374 29,662

その他 81 81

無形固定資産合計 30,455 29,743

投資その他の資産

その他 29,729 29,835

貸倒引当金 △13,895 △8,569

投資その他の資産合計 15,834 21,265

固定資産合計 52,818 66,333

資産合計 217,329 428,340

負債の部

流動負債

買掛金 82,628 133,260

1年内返済予定の長期借入金 3,000 －

未払法人税等 414 375

賞与引当金 3,413 5,639

契約取次促進費用引当金 － 4,762

その他 27,153 36,628

流動負債合計 116,609 180,667

固定負債

長期借入金 12,000 －

固定負債合計 12,000 －

負債合計 128,609 180,667

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 350,000

資本剰余金 372,662 123,059

利益剰余金 △296,722 △204,129

自己株式 △87,219 △21,257

株主資本合計 88,720 247,672

純資産合計 88,720 247,672
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債純資産合計 217,329 428,340

アキナジスタ株式会社（2495）　平成23年３月期第３四半期決算短信（非連結）

-<5>-



(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 1,200,531 702,290

売上原価 1,050,994 605,062

売上総利益 149,537 97,227

販売費及び一般管理費 221,768 173,200

営業損失（△） △72,230 △75,973

営業外収益

受取利息 1,638 23

受取配当金 209 34

投資有価証券売却益 795 1,666

その他 50 102

営業外収益合計 2,694 1,826

営業外費用

支払利息 207 23

投資有価証券売却損 479 －

自己株式取得費用 － 10,668

新株予約権発行費 － 1,000

その他 1 －

営業外費用合計 688 11,691

経常損失（△） △70,224 △85,838

特別利益

貸倒引当金戻入額 586 －

特別利益合計 586 －

特別損失

固定資産除却損 222 226

事業撤退損 43,017 1,612

減損損失 － 4,698

特別損失合計 43,239 6,537

税引前四半期純損失（△） △112,878 △92,375

法人税、住民税及び事業税 201 217

法人税等調整額 8,396 －

法人税等合計 8,597 217

四半期純損失（△） △121,476 △92,593
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【第３四半期会計期間】

(単位：千円)

前第３四半期会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

売上高 378,442 222,405

売上原価 332,164 187,628

売上総利益 46,277 34,776

販売費及び一般管理費 57,878 54,704

営業損失（△） △11,601 △19,928

営業外収益

受取利息 361 0

受取配当金 30 －

その他 40 －

営業外収益合計 431 0

営業外費用

支払利息 43 23

新株予約権発行費 － 1,000

営業外費用合計 43 1,023

経常損失（△） △11,212 △20,951

特別損失

減損損失 － 4,698

特別損失合計 － 4,698

税引前四半期純損失（△） △11,212 △25,650

法人税、住民税及び事業税 72 72

法人税等調整額 8,396 －

法人税等合計 8,468 72

四半期純損失（△） △19,681 △25,723
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △112,878 △92,375

減価償却費 31,131 13,607

のれん償却額 － 13,281

減損損失 － 4,698

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,266 6,248

賞与引当金の増減額（△は減少） △874 △2,225

本社移転損失引当金の増減額（△は減少） △8,210 －

契約取次促進費用引当金の増減額（△は減少） 3,513 △4,762

受取利息及び受取配当金 △1,848 △58

支払利息 207 23

自己株式取得費用 － 10,668

新株予約権発行費 － 1,000

事業撤退損 43,017 1,612

有形固定資産除却損 222 226

投資有価証券売却益 △795 △1,666

投資有価証券売却損 479 －

売上債権の増減額（△は増加） 58,459 34,050

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,035 29

仕入債務の増減額（△は減少） 2,838 △51,501

その他 △4,450 △18,625

小計 10,581 △85,770

利息及び配当金の受取額 1,429 58

利息の支払額 △179 △350

法人税等の還付額 28 18

法人税等の支払額 △3,710 △2,182

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,149 △88,226

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 1,004 －

有形固定資産の取得による支出 △14,079 △558

無形固定資産の取得による支出 △17,550 △13,989

敷金及び保証金の差入による支出 － △4,368

投資有価証券の売却による収入 11,938 11,466

貸付金の回収による収入 100,000 －

その他 △214 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 81,098 △7,450
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(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 15,000

短期借入金の返済による支出 △30,000 －

長期借入金の返済による支出 △17,902 －

自己株式の取得による支出 △21,257 △88,409

財務活動によるキャッシュ・フロー △69,159 △73,409

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 20,088 △169,085

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 64,595 26

現金及び現金同等物の期首残高 119,146 221,964

現金及び現金同等物の四半期末残高 203,831 52,904
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当第３四半期累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

当社は、前事業年度において営業損失104,500千円を計上し、当第３四半期累計期間においても営業損

失75,973千円を計上しており、連続して営業損失を計上しております。また、前事業年度において当期純

損失204,129千円を計上しており、当第３四半期累計期間においても四半期純損失92,593千円を計上して

おります。さらに、平成22年５月にＳＥホールディングス・アンド・インキュベーションズ株式会社（以

下、「ＳＥ Ｈ＆Ｉ」という）及び同社グループから独立するために自己株式の公開買付を実施すること

により、多額の資金を使用いたしました。これにより自由で迅速な意思決定が可能となりましたが、ＳＥ

Ｈ＆Ｉからの子会社としての経営面の支援がなくなりました。 

当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。当社は下

記対策を講じることにより、当該状況を解消又は改善してまいります。 

  

①事業の選択と集中 

a)新ネットワーク広告への経営資源の集中 

当社は前事業年度よりクリックネットワーク広告サービス「Maist（マイスト）」を開始し、また平

成22年７月より検索連動型ネットワーク広告サービス「KEITAI Premium Search!（ケータイプレミアム

サーチ）」を開始しております。これらサービスは携帯公式サイト分野において需要減少が一段と進ん

でいるアフィリエイト広告に替わりうるサービスであり、当社はこれらのサービスに経営資源を集中さ

せ、売上及び利益の改善を図ってまいります。 

b)高成長分野への進出 

当社は、平成22年９月に株式会社ピージーオーを吸収合併し、これにより急速に拡大しているソーシ

ャルアプリ分野において、早期の事業展開を実現することが可能となりました。また予想を上回るスピ

ードで携帯電話ユーザの乗り換えが進み、今後急速な拡大が見込まれるスマートフォン分野での事業展

開を進めるべく当社の広告ネットワーク「Maist（マイスト）」を中心として各事業のスマートフォン

対応を進めております。今後はこれらの成長分野での事業展開をすすめ、売上と収益の拡大を図ってま

いります。 

②固定費の削減 

前事業年度より引き続き、業務効率化による人件費の削減や諸経費の抜本的な見直しを行っており、

前事業年度に実施した削減策と合わせて固定費は大幅に減少しております。当第３四半期会計期間にお

いては経費削減を更に進めるため、本社事務所の移転を決定しており、今後も引き続き削減を続け収益

性の改善を図ってまいります。 

③財務体質の健全化 

当社は、平成22年12月に金融機関より15百万円の借入を実施しております。また平成23年１月にはＳ

Ｅ Ｈ＆Ｉより取得した自己株式を活用した新株予約権の第三者割当を決議しており、これにより更な

る財務体質の強化が可能となります。今後も外部からの調達を継続して模索し、実行していくととも

に、当社収益改善による資金収支均衡の実現により継続企業としての礎を築いてまいります。 

  

しかし、これらの対応策は一部実施途上にあり、現時点では継続企業に関する重要な不確実性が認めら

れます。 

なお、四半期財務諸表は、継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期財務諸表に反映しておりません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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                                      （単位：千円） 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前事業年度末 350,000 123,059 △204,129 △21,257 247,672

当第３四半期累計期間末までの
変動額

 減資 △250,000 250,000 -

 四半期純損失 △92,593 △92,593

 自己株式の取得 △76,055 △76,055

 合併 △397 10,093 9,696

当第３四半期累計期間末までの
変動額合計

△250,000 249,602 △92,593 △65,961 △158,952

当第３四半期累計期間末残高 100,000 372,662 △296,722 △87,219 88,720
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